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はじめに

　留学生センター教育交流部門教授であり，名古屋大

学留学生相談室室長である私にとって2005年度の印象

深いことを挙げれば，まず「名古屋大学留学生相談室」

への講師着任である。これによって留学生の生活適応

に関するメンタルヘルス相談が可能になり，さらに日

本人学生と留学生のための交流プログラム実施により

精神適応への予防的アプローチが可能になった。これ

は，私たち留学生アドバイザーが，名古屋大学として

必要でありながら長い間なかなか実現できなかった部

分であり，ソフト面における留学生サービスの更なる

充実をもたらしたといえる。

　二つめに印象深いことは，留学生の就職に関するこ

とである。これまで留学生相談体制の中では十分な対

応ができていなかったが，2005年度には２社の会社説

明会開催が実現した。まだまだ個別対応であり組織的

とはいえないにしても一つ一つの実績は大切であり，

試行錯誤ながら今後このような機会の増加を期待して

いる。さらに，留学生が実際に就職する際，会社から

身元保証人を求められることを知り，ここに留学生の

就職を阻む壁を感じた。身元保証人を不要とする会社

も増えていると聞くが，地域の中小企業ではまだまだ

必要であり，国や自治体が留学生の就職を推進するの

であればこの壁を取り払う方策が必要であろう。

　三つめは，日本人学生の異文化への意識の変化を感

じたことである。よく日本の大学は厳しい受験勉強か

ら解放された癒しの場であるごとく，モラトリアムな

学生たちなどと語られるが，とんでもない！日本人学

生の輝く目の光と積極性に何かが変ってきたと感じた

のは私だけではないだろう。これから日本を担う若者

たちが日本人はシャイで寡黙であるというステレオタ

イプを崩し始めている。教職員はこの動向に正面から

きちんと応えなければならない。それが未来への教育

であり大学の使命だと思っている。

【留学生相談内容と相談件数】

件　名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

指導教員・進路 － － 1 3 4 － 1 1 2 2 3 1 18

日本語・勉学 － 2 8 － － － 4 － 1 － 4 3 22

事務手続き － － － － － － － － － － － － －

一時帰国・帰国 － － － － － － － － － 1 － － 1

入国・在留関係 3 3 － － － － － － 4 2 1 － 13

宿舎 8 6 11 9 6 17 18 6 5 19 58 16 179

奨学金・授業料 4 6 2 1 1 － 1 2 2 1 2 1 23

医療・健康 － 1 6 1 3 － － － － 2 － 3 16

生活・適応 9 28 10 7 8 11 10 13 11 12 25 14 158

家族 3 5 7 7 1 3 4 9 3 2 7 － 51

地域交流 21 12 13 8 9 9 27 31 7 9 14 6 166

人間関係 － － － － － 1 2 － － － － － 3

NUFSA・留学生会 8 10 6 6 － 4 17 14 4 4 8 9 90

その他 6 7 5 6 4 12 6 2 4 8 14 21 95

計 62 80 69 48 36 57 90 78 43 62 136 74 835

留学生センター留学生相談室205号室／名古屋大学留学生相談室

松 浦 ま ち 子
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Ⅰ．留学生相談業務と相談内容

【指導教員・進路】

　長期間大学へ出て来ない留学生について，指導教員

から相談があり精神の健康に関る教員を含めた教職員

チームで対応した。数ヵ月後には父親の来日を促し，

状況をより詳しく説明し，医学的見地からも休学して

一時帰国を提案するなど将来について時間をかけて面

談したが，「よくできるよい子」への両親の期待は大

きく勉強を続けさせたいの一点張りだったため，後期

から休学を勧めた教職員の思惑とずれがあった。父親

の好影響か後期から多少改善が見られたが，本人の意

志だけでは完治が難しい精神的・心理的問題があるた

め十分な単位取得はできなかった。年度末には母親も

来日ししばらく滞在したが，2006年度前期については

休学の予定である。

【日本語・勉学】

　国費留学生が博士前期課程修了間際になって，必須

科目の単位が不足していることが判明し卒業できない

事態が起きた。日本語が十分でない学生にとって最初

の履修登録等の説明は理解が難しく，且つ途中で誰も

確認しなかったため起きた事態と考えられるが，１年

延長する時間的経済的余裕がない留学生は学位も卒業

証書もなく帰国しなければならず大変気の毒だった。

　

【入国・在留】

　在留期間更新申請中の留学生から，母親病気のため

一時帰国が必要だが，更新許可が間に合わないと再入

国許可も取れないとの相談があり，名古屋入国管理局

に連絡の上，局長宛の理由文書を作成し持参させたと

ころ即日許可され，留学生は無事に帰国できた。

　研究生としての在留期間更新は２年まで，と経験上

理解しているが，元国費留学生（学部生）の留年につ

いても７年目の更新が不許可になる事態が起きた。大

学の在籍期間は８年まで容認されているものの，在留

上は許可されないことがわかった。特別な理由もなく

２年間も留年して卒業できないのは，学習意欲，学習

能力に欠けると判断されたのだろうか。

　留学生担当教員がいない教育学部での研究生受入れ

に関って「在留資格認定証明書」交付申請を指導教員

に代わって留学生相談室で数回行なった。

【宿舎】

１．名古屋大学国際交流会館

　留学生会館の夫婦室は，空きがある場合家族での入

居が可能である。家族を呼び寄せた留学生から夫婦室

は赤ちゃん連れには狭くて勉強できないので２室借り

たいと希望があったが断った。この学生は，しばらく

経って公営住宅へ移った。夏に向けて留学生会館の外

壁の塗り直しや個室に個別のエアコンを設置する等の

改修工事を行った。工事は全体をまとめて行うため，

しばらくは，暑い中窓も開けれない状況があったよう

で事前の説明への要望となぜこの時期なのかと不満が

聞こえてきた。10月に総長の留学生会館視察があり，

きれいな留学生会館に視察団はご満悦だった。年度末

の２月に留学生会館の管理職員が退職したため，会館

のチューターと相談しながら４月入居者用のハンド

ブックの改訂を行った。チューターが協力的で留学生

会館の実情の把握につながった。さらに入居オリエン

テーションに関しては，2004年度秋からチューターと

担当職員に任せているが，留学生の参加も多く，PC

を使った説明やゴミ分別のクイズなど参加者を退屈さ

せない工夫がされておりよかった。国際嚶鳴館の入居

オリエンテーションは，短期留学室教員等のご尽力で

自治会とすでに入居している留学生が協力してゴミ分

別ゲームを取り入れ好評だった。

　国際交流会館のチューターはレジデンス５名，留学

生会館２名，猪高宿舎２名であり，１月にチューター

募集・面接を行い４名（応募者９名）を選出した。職

員不在の休・祝祭日や年末年始の休暇中はチューター

が事務室で勤務することになっているが，最近の大学

院生は海外への調査等で不在期間が長くなることもあ

り，2006年度に向けては留学生会館のチューター１名

を増員，合計３名で対応することを考えている。

２．公営住宅

　市営住宅への申込みから入居まで，一連の手続きが

すべて日本語の書類で行われるため，日本語が十分で

ない留学生を手伝って説明したり問い合わせたりした。

３．社員寮

　社員寮は，男子単身寮は比較的数が確保されている

が，女子の場合は NGK インターナショナルハウスの

みである。2005年度の面接状況は次のとおりである。

中部電力㈱　末盛寮１名／応募者５名，NGK インター
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ナショナルハウス３名／応募者22名（10月入居），18

名／応募者51名（４月入居），トヨタ自動車寮５名と

ノリタケ寮１名／応募者計７名。中には元国費留学生

が経済的理由から社員寮を希望したが「留年」である

ため申請資格なしと判断され気の毒だった。

４．民間アパート等

　アパート周辺や研究室での不審な出来事に怯えた留

学生からの相談に，とりあえずはレジデンスへの避難

を勧めたが，その留学生が精神的にマイっていたため

の幻影・幻聴だったのではないかとその真偽に疑問を

持った。水漏れ事故等留学生住宅総合補償の支払に関

る事態が数件あった。保険に加入しているとはいえ，

被害者の賠償請求と保険会社の被害査定に隔たりが大

きく，大学は双方の話し合いの成り行きを見守るしか

なかった。「プリマベーラ」は，㈱浜島書店によって

1996年４月に名古屋大学の留学生のために建設された

宿舎であるが，それ以降2005年度末までの10年間に21

カ国・地域56名の留学生が入居した。名古屋大学の留

学生であることと同時期の入居は１カ国２名までとい

う条件はあるが，５～６年間住む学生もいる。今でも

留学生相談室が申込みを受け付けており入居希望者の

ウエイティングリストは健在である。

５．その他

　名古屋大学の機関保証が学内に周知されているため

か，教員から研究者の連帯保証人の制度はないのか？

という問い合わせが年に１～２件ある。残念ながらそ

の制度は在留資格「留学」をもつ者に限られる。機関

保証するためには，留学生住宅総合補償への加入が義

務付けられているが，研究者にはこのような保険がな

いからである。また，機関保証は名古屋大学に学生と

して在籍している期間に限られるため，卒業してこの

地域で就職し，同じアパートに住む場合は，保証人の

変更が必要である。数年前からは，名古屋大学作成の

賃貸契約書には，「名古屋大学の外国人留学生の身分

を失った時は…本契約は終了するものとする」旨，特

約事項として記載されているが，それ以前のものにつ

いて記載されていなかったために社会人になった後，

所在不明となった元留学生の滞納家賃等の支払が大学

に請求されたケースがあった。

　また，日本人学部生に長年宿舎を提供してくださっ

ている真照学舎から留学生にも宿舎提供があり，タイ

からの留学生１名がお世話になることになった。きれ

いに維持管理されている少人数の宿舎であり食事付で

すべて無料という私費留学生には大変有難い宿舎であ

る。

　服部留学生会館（東山宿舎，本山宿舎）については

32名の入居希望者の面接を行い推薦順位をつけた。特

に明記されていないが，大学院生，とりわけ博士後期

課程の学生の入居が期待されている。

【奨学金・授業料】

　留学生は奨学金情報をインターネットで入手するこ

とが多いが，それでも「外国人留学生のための奨学金

案内」の貸出しは利用されており，ここ数年の平均は

年間20数人である。また，私費留学生のある奨学金の

受給条件に卒業後４年間の就労義務があり，そのこと

を心配した指導教員から相談を受けた。奨学金団体に

確認したところ留学生側に配慮した義務であること

がわかり安心したが，このように親身になってくだ

さる留学生思いの教員の態度に温かいものを感じた。

NGK 留学生基金の奨学金の認定授与式で，以前筆者

が行った「恩返し」をテーマにしたスピーチを覚えて

いた他大学の留学生がいてうれしかった。奨学金に採

用されることは，留学生にとって生活が変るほどの大

きな出来事だが，それだけに不採用の場合，諦めきれ

ない思いが募る。奨学金財団の面接での何気ない質問

が，時として留学生の心やプライドを傷つけることが

ある。面接者はもちろんそんなつもりはないのだが，

結果的に不採用になるとその傷はもっと深くなり，自

分が惨めになってしまう。「諦め」の過程はどのよう

なものなのだろうか。自分に言い聞かせながらも，そ

の思いをどこかへ伝えないと気がすまない気持ちに駆

られるのだろうか。この留学生は，財団にその時の気

持ちを手紙に書いて伝えた。財団には大変迷惑なこと

だったと申し訳なく思うが，留学生の気持ちの建て直

しには役立ったかもしれない。

　国費留学生が博士前期課程から後期課程に進学する

にあたり，奨学金の延長の可能性を尋ねてきた。この

学生は特に問題はなかったが，奨学金の重要性を考え

ると，延長の判断基準の文書を英文でも作成して留学

生に公開し，ある程度は事前に自己判断ができるよう

にすべきではないかと思った。
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【医療・健康】

　「勉強に集中できない」との相談があり，保健管理

室の精神の健康相談へ行くよう助言した。一般的に，

留学生の精神の健康については，元々その症状のある

人が留学という環境を変えることで良くなることを期

待するケースと，渡日後に日本留学への周囲の期待に

応えなければというプレッシャーに起因するケースが

あるとのことである。また，メンタルブレークダウン

に陥った留学生の再渡日及び緊急帰国に関って資金面

やアパートの損害賠償についていろいろの後始末が

残った。

【生活・適応】

⑴ 　アルバイトに関しては，国際課で受付けして掲示

により情報提供しているが，語学学校からの教師募

集については比較的収入のよい仕事ではあるが，雇

用先がどのような学校かわからないため掲示を迷う

ことがある。逆に，就職のみならずアルバイトにつ

いても身元保証人を必要とするケースもあった。ま

た，アルバイト先で暴力行為が起き留学生が被害を

受け怪我をした。しばらく後に加害者との連絡が取

れなくなったことで被害者の留学生は治療費など経

済的負担を不安に思い，家庭裁判所に調停を申し立

てたが加害者が出頭しなかったと相談に訪れた。相

手が同国人の就学生ということで専門学校教員に連

絡，話し合って解決しようとしたが平行線で解決の

見通しがないこと，就学生がまもなく卒業して帰国

予定で時間がないことなどから，専門学校教員に就

学生の家庭裁判所への出頭を指導してもらい，数回

調停を開催した結果，賠償金を払ってもらって和解

した。専門学校も大学もそれぞれ教員が付き添って

の調停であったが，留学生にとっては怪我をした痛

さや辛さばかりでなく，精神的にも打撃を受けて研

究に打ち込める状況ではなく，受験を目の前にして

苦難の月日となった。最終的には専門学校教員から

お詫びを含むお礼の手紙が留学生担当者に届いた

が，アルバイトしながら勉強を続ける留学生や就学

生の大変さと逞しさを実感した事件であった。

⑵ 　就職に関しては，日本企業は中国やベトナムに向

いているようで，それらの国からの留学生を対象に

求人情報の提供や会社説明会を行った。一見，地

域の経済動向に縁のなさそうな留学生相談室であ

るが，会社からの求人情報をみると経済動向の最先

端がわかる。また，企業から採用予定留学生に関す

る聞き合わせがあり，偶然，履歴書に偽りの記述が

あることが発覚したケースがあった。さらに，他府

県へ進学した留学生から名古屋で就職したいという

相談もあった。愛知県は，行政，企業，大学の協力

を得て10月に「留学生のための就職サポートフェア 

in 愛知」を開催し留学生の就職支援事業を行った。

⑶ 　市民からのリサイクル品の提供に関しては，バ

ザーの時期以外は掲示による情報提供にとどめてい

る。年末年始のカレンダーや手帳の提供も定着して

きたことは喜ばしいことである。

⑷ 　大学の寮からの引っ越しに伴い，電話債券の名義

変更や移設に関った。留学生の日本語能力が不十分

であり，その上，手続きがよくわからないときには，

留学生相談室担当者が留学生に代わって NTT と連

絡を取り合い，名義変更や取り付け場所，日時の確

認，電話番号の選択に至るまで行った。日本では数

字の４と９を嫌うことから習慣的にその数字を避け

た番号を選び，思わぬところで留学生に日本事情

（？）を教えることになった。

⑸ 　交通事故については，これまでは自転車事故，し

かも被害者のケースがほとんどだったが，最近は，

オートバイや自動車の事故の加害者になることもあ

り，経済的余裕のない留学生といえども任意保険へ

の加入を厳しく言わなければならない現状である。

また，自転車同士の接触事故に対し，指導教員から

相手が高齢者で怪我をして気の毒なので，支払能力

のない留学生に代わって治療費を負担するつもりで

あるとの相談があり，どちらが悪いかはっきりして

いない段階で全額負担するのは感心しないので，治

療費半額と残りは見舞金として渡すことを提案し

た。また自転車事故の加害者となった留学生が教職

員の協力を得て，怪我をした被害者（歩行者）の自

宅へお詫びに行くなど誠意をもって対応し，結果的

に留学生が被害者に支払った治療費が全額そのまま

名古屋大学留学生後援会に寄付されたケースがあっ

た。申し訳なく思いながらも留学生への理解と温か

い心遣いに感謝した。
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⑹ 　国民年金手帳，国勢調査の記入など住民としての

問い合わせがいくつかあった。

【家族】

　名古屋大学留学生会主催「留学生の家族のための日

本語・日本事情」コース（以下「家族の日本語コース」）

の受講生数は，前期33名，後期45名，合計78名で，４

クラスでのクラスあたりの人数としては適切である

が，後期には運営資金面で厳しい状況に陥った。１ク

ラス分の講師謝金は名古屋栄ライオンズクラブからの

ご支援に頼っているものの，残りの３クラスの維持が

難しく日本語教師との会議で１クラス削減を提案しな

ければならなかった。しかしながら，受講生の学習意

欲と熱意を目の当たりにしている教師たちから，無報

酬でもよいので続けてあげたいと有難く親切なお申し

出があり，後期は１クラス分の謝金支払いを免除して

もらってこれまでどおり４クラス体制で運営した。こ

の窮状を名古屋大学留学生会（NUFSA）に話したと

ころ，バザー等で多少余裕がある NUFSA から今回

限りということで支援を受けることになり，これまで

どおり講師謝金を支払うことができた。

　また，家族の日本語コースでは，保育園等に提出す

る「就学証明書」を発行しているが，これまでの出席

率や学習態度に加え，後期からは必ず担当者が面接し

て普段の生活状況・個人の事情を把握し，それを保育

園入所への依頼文書に記載して「就学証明書」に添付

するというより厳格な姿勢で臨んでいる。保育園は，

経済的ゆとりのない留学生世帯にとっては，経済的負

担の軽減であり，外国人の子どもと親にとって日本社

会との接点・交流できる場，学んだ日本語を役立てる

場，そしてなによりも精神的安定をもたらす場である

と認識している。

　留学生家族の日本語学習への熱意は，当初認められ

なかった留学生センターの「さくらの会」（日本語を

話す支援活動）への家族参加を認めてもらうというよ

い結果を招いた。家族の日本語コース受講生の中には

地域の日本語スピーチコンテストで優勝した者もい

た。

　その他，家族関係では，両親や叔母の親族訪問（来

日）における招聘保証人になってほしいという内容が

数件，また家族の来日を心待ちにして手続きしてきた

留学生から関西空港への切符の相談があった。さら

に，兄弟の日本語学校入学のための保証人を依頼され

たケースもあった。

【地域・交流】

　名古屋大学の留学生は，地域のボランティア団体か

ら多くの支援を受けているが，とりわけ名古屋大学留

学生会に協力して10～20年の長い間献身的な支援をし

てくださっている団体に対し，名古屋大学留学生会結

成20周年を記念し，７月７日㈭　平野真一総長から感

謝状が贈呈された。国際交流団体ともだち，ALOE，

YWCA，名古屋大学公開講座「友の会」，そして名古

屋栄ライオンズクラブの５団体である。いずれのグ

ループも大学組織がカバーできない部分を支え，きめ

細かい対応で留学生の留学生活をより充実したものに

してくださっている団体である。

⑴ 　地球家族プログラムは，「留学生相談室」が担当

して，地域の日本人の家庭に留学生を招くホームス

テイを実施している。2005年度はこれまでにない記

録的参加者があった。その変更点や企画趣旨等を含

め担当者（鈴木香津代）からの報告を記載する。

◆　地球家族プログラムは，留学生センターへの掲示

や HP に掲載して留学生の参加募集を行った。2005年

度は10回開催し，参加留学生は延べ131組145名だっ

た。何回も参加を申し込む留学生も多く，彼らにとっ

てホームステイがいかに楽しかったかが窺える。ま

た，多くのホストファミリーが，自宅にステイした留

学生との交流を続けてくださっているようで大変有り

難い。

 　今年度より，プログラムの日程を決めて募集する形

に変更したこと，また，それまで留学生センターでと

りまとめていた各地域の国際交流協会のホームステイ

プログラムも，窓口の一元化を図り留学生相談室で担

当することにした。さらに法学部主催の『国際大学交

流セミナー』参加学生の，セミナー開始前のホームス

テイも担当した。ほとんどが初来日で学生たちはかな

り緊張していた様子だったが，ごく普通の日本の家庭

に温かく迎え入れていただいたおかげで，オープンマ

インドなスタンスができ，その後のセミナーがとても

スムーズに進んだと，担当教員から嬉しい感想をいた

だいた。

　初めての試みとして，ホームステイ参加が決定して

いる留学生を対象にホームステイオリエンテーション

を行った。写真を見せながら実際のホームステイのイ
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メージをふくらませ，楽しい交流をするためには何が

必要かについてレクチャーした。

　ホームステイ・ホームビジット以外にも，合気道教

室を週１回開いている。参加留学生とその家族は19名

である。2005年は東京の武道館で開催された演武会に

４名の留学生が参加した。

今後は，今までの活動に加えて，名大教職員の参加を

さらに呼びかけるべく，『ホストファミリー懇談会』

を開くこと，留学生を対象とした簡単な『ホームステ

イハンドブック』を作成することなどを予定している。

⑵　トヨタ自動車㈱主催「トヨタ見学会」

　 　2005年度は，愛・地球博が開催されたため，トヨ

タ自動車は世界中からの来訪客への対応に追われ，

当初予定されていた８月のトヨタ見学会の実施見通

しが立たなくなり，11月３日および３月２日の２回

の開催となった。11月３日はイスラム教徒のラマダ

ン中であり，それに対する配慮をお願いした。「家

族の日本語コース」についても校外学習として１月

31日に見学会を開催していただき，親子連れ54名が，

工場見学やトヨタ会館で新車レクサスや愛・地球博

で大人気だったロボット演奏や I-unit を楽しんだ。

日本の先進技術の象徴的企業見学はいつも大好評で

ある。

⑶　名古屋栄ライオンズクラブ

　 　2005年度も「家族の日本語コース」へ多大なご支

援をいただいた。４月と10月の開講式や７月と12月

の持ち寄りパーティーには会長はじめメンバーの

方々にお忙しい中をご出席いただいて，日本語コー

スの状況を見ていただいた。さらに，12月１日のラ

イオンズクラブ例会には，ニニンさん（インドネシ

ア）とキルシーさん（フィンランド）の２名が出

席して日本の生活や母国について日本語でスピーチ

し，日頃の学習成果を披露した。ニニンさんは五輪

真弓の歌を日本語で歌ったが，その透き通った情感

豊かな歌声はみんなの心に響いた。

⑷ 　小中学校の国際理解教育への留学生派遣について

は，「留学生相談室」で担当している。ここでは担

当者（白石慶子）からの報告を記載する。後述の資

料〈地域社会と留学生との交流〉も参考にしてもら

いたい。

◆　2005年度は，地域の小中学校や団体からの国際理

解教育への留学生派遣依頼が１ヵ月１～２件であった

（派遣回数20回，依頼団体数18団体）。2004年度の派遣

依頼が１ヵ月２～３件であったことから（派遣回数41

回，依頼団体数33団体），おおまかな見方ではあるが，

派遣回数，依頼団体数ともに半分になったといえる。

これは，2004年度に万博に先立って国際理解を深めて

おくという動きの表れと考えられるが，国際理解教育

がイベントの一つとして捉えられているような印象は

否めない。子どもたちにはより多くの多文化理解の機

会を，留学生たちにはより多くの地域貢献の機会を得

られるように，継続した国際理解教育の場を提供して

もらいたいと思う。

　2005年度は筆者が国際理解教育のコーディネート

（派遣依頼の受付，募集，応募者のとりまとめ，依頼

元への連絡）を担当して２年目であり，初年度よりは

精度の高いコーディネートを心がけたつもりである。

具体的には，①授業のテーマ，留学生に話してもらい

たい話の内容，持ち時間などを，依頼元に細かく確認

した上で留学生に伝える。②授業の内容について十分

に検討されていない場合は，他の学校や団体の実例や

自分自身の経験を踏まえて，目指す授業のイメージ固

めのお手伝いをする。③留学生を受け入れる学校や団

体に，謝礼や事前打ち合わせ，当日の送迎について打

ち合わせをし，留学生が授業以外の部分で不安や不満

をもたないように協力していただく。

　2006年度は，2005年度に培ったこれらのノウハウを

さらに進化させたい。留学生相談室が近隣地域の国際

理解教育の拠点になりうるよう，微力ながらお手伝い

していきたいと思っている。

⑸ 　独立行政法人日本学生支援機構から，2004年度か

らの継続事業として留学生地域交流事業への協力依

トヨタ自動車見学会
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頼があり，2005年度も「児童養護施設の子どもたち

と留学生のこころの交流」の企画委員長を務め実施

した。研修セミナーでは，名古屋大学留学生センター

の堀江未来先生や教育発達科学研究科外国人特別研

究員のサルカール　アラニ　モハメド　レザ氏に国

際理解教育関連の講演をお願いした。詳細は，2006

年３月に日本学生支援機構から刊行された報告書に

記載されているが，この事業は留学生に対しては，

日本の先進技術等を学ぶだけでなく，ありのままの

日本を見ることで，将来指導的立場に立つ可能性の

ある彼らに人間的な成長を促すものであり，留学生

に与える教育的効果は大きいと思っている。世の中

は，いろいろな面で変化し発展しているが人の心は

変わらない。変わらないものの大切さを学んでもら

いたいと思っている。将来的にはこのような境遇の

子どもが減ることを願っている。

⑹ 　愛知留学生会後援会では，2005年度も愛知留学生

会を支援し，同時に愛知県内の大学で学ぶ留学生を

対象にした緊急援助金事業を行なった。12大学26名

（名古屋大12名）に約157万円の緊急援助金を支給し

た。最多支給金額は一人当たり５万円だが，申請す

る留学生の申請理由を見ると「焼け石に水」の感も

あり，また資金源である「名古屋を明るくする会」

からの寄付金額に対して支給総額が下回るなど，望

ましくない状況があることから，来年度は多少支給

金額を増額する方向で検討・実施することにした。

⑺　企業の外国人社員配偶者へのケア

　 　これは，留学生に直接関係していないが，留学生

相談室担当者の持つネットワークで企業とボラン

ティアグループを結びつけ，一人の外国人の生活適

応を支援したケースである。大手企業の外国人社員

の妻が日本の生活になじめずにいることを知った留

学生相談室担当者は，生活適応を支援するため，地

域の国際交流ボランティアグループ ALOE のメン

バーに声をかけ日本語教育と生活支援を依頼した。

ALOE は海外生活体験を持つ女性の会で，過去に

はメンバーが海外で同じ状況を持ったはずであり，

共感的に支援できる一番よき理解者と判断したから

である。幸い，その国の言語を話すメンバーが日本

語教育の経験者であったこと，地理的に近くに住ん

でいるメンバーがいたことで，二人から適切な支援

をうけるという最高の解決となり，本人や配偶者の

社員はもちろん，企業からも感謝された。

⑻ 　2005年は愛・地球博が開催されたため，それに関

るアルバイトや市民プロジェクトへの留学生の参加

依頼がいろいろな形で持ち込まれた。多くの留学生

が単なる見物客ではなく内側から関って楽しんだこ

とと思う。しかしながら，中には主催者と留学生の

コミュニケーション不足から交通費をめぐって留学

生から不満が出たケースもあった。

【人間関係】

　中国留学生学友会から，新入留学生対象に日本人

との付き合い方について話してほしいと依頼があり，

日々の留学生相談業務の中で知りえた「日本人」につ

いてわかりやすく話した。また，９月から留学生相談

室に髙木ひとみ講師が着任されたことから，名古屋大

学における人間関係を含むメンタルヘルスに関する相

談場所ができた。

【NUFSA・留学生会】

⑴ 　名古屋大学留学生会（NUFSA）の2005年度の会

長は，国際開発研究科のオリガさん（ウクライナ）

だった。例年通り，バザーや名大祭，各種パーティー

などの事業を行なった。地域のボランティアとの「地

域連絡会」では，バザー等に関してよりよい運営方

法が話し合われた。秋のバザーでは，終了した愛・

地球博のスタッフの生活用品の提供があり，百数十

個という数字で品物が提供された。また，バザーで

買った電子レンジが紛失し，誰かが間違えて持って

行ったと思われたが，混雑する中での出来事でもあ

り，関係者の家庭で使用していた電子レンジを代わ

りに提供することで決着した。また，2005年度に提

言としてまとめられた「名古屋大学の新しいチュー

ター制度」に関しては，初期の段階で留学生教育交

流委員会 WG と NUFSA メンバーとの合同会議を

行い留学生からの意見に耳を傾けた。

⑵ 　名古屋地域中国人留学生学友会は，10月に「留学

生生活セミナー」を開催し，日本人との付き合い方

や暮らしの安全について，留学生相談室担当者や愛

知県警職員が講義を担当した。県警の方は，中国滞

在経験がないにもかかわらず中国語で講義された。
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仕事上の必要性とはいえ，警察の身につく語学への

意欲的な取り組みを見たような気がした。また，毎

月サッカーなどのスポーツを行なっており，大学の

グランドや体育館の使用申込み責任者として留学生

相談室担当者の印鑑を押している。

⑶ 　愛知留学生会（AFSA）の2005年度の会長は，名

城大学のアスタ・トゥラダールさん（ネパール）だっ

た。愛知留学生会後援会，ACE などとの合同会議

を年数回行い，リトルワールドでの新入留学生歓迎

会（５月），富士山へのバス旅行（11月），「第41回

留学生の夕べ」（12月），AFSA 役員歓送迎会（２月）

が恒例化してきたが，いずれも役員は忙しい勉強の

合間をぬってよく頑張った。特に「留学生の夕べ」は，

一般市民や留学生等約520名が世界の料理や文化紹

介を楽しんだ。ACE の飲み物販売場所を奥の会議

室にしたため参加者の誘導が懸念されたが，ACE

は通路にいろいろ興味深い掲示を行い人々の関心を

引くように工夫したため問題はなかった。ACE メ

ンバーに数人の１年コース留学生が加わって手伝っ

たこともよい交流になった。

おわりに

　2005年度は，名古屋大学の留学生政策の一端に関わ

り，特に留学生教育交流委員会の委員長として，委員

の先生方や国際課職員の協力と真剣な議論を経て，年

度末に学術・教育交流専門委員会に対して，二つの大

きな提言を行えたことは名古屋大学の留学生のための

環境整備の大きな前進である。一つは，「外国人留学

生に係る懸案事項」に関する提言であり，もう一つは

「名古屋大学の新しいチューター制度」への提言であ

る。それぞれに現場の声を取り上げ実態に沿う形で作

られたものではあるが，適宜問題点を洗い出し，より

よいものに修正していく柔軟性を持たせている。2006

年度には，前者については，渡日前ハンドブックを作

成して留学して来る学生たちに事前の情報提供を図る

こと，後者については，チューターマニュアルを日本

語と英語で作成し，さらに部局においてチューターガ

イダンスを実施することで，チューター自身が期待さ

れる役割や職務内容について明確な指針を持つことが

できるよう配慮することにしている。

第41回留学生の夕べ
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